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福岡城彩発見フォトコンテス ト入選作品 今津盛―様「桜咲く頃」

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局

局
長
　
　
田
口
　
五
朗

ご
存
知

の
通
り
、

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ

は

「
軍
師
官

兵
衛
」

で
す
．
現
在
、
脚
本

作
り
と
主
役
を
演
じ

る
岡
田
准

一
さ
ん
以

外
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

五
九
歳
で
没
し
た
官
兵
衛
が
九
州
と
関
わ

っ
た
の

は
、
秀
吉
の
九
州
攻
め
の
軍
監
を
務
め
た
四

一
歳
の

時
。
そ
の
後
、
豊
前
入
国
、
中
津
城
築
城
、
名
護
屋

城
の
縄
張
、
朝
鮮
出
兵
、
関
ヶ
原
の
戦

い
時
の
九
州

平
定
、
そ
し
て
福
岡
入
り
と
人
生
後
半
は
九
州
と
密

接
な
関
わ
り
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
秀
吉
の
天
下
統

一

を
演
出
し
た
軍
師
の
日
か
ら
見
た
大
閤
記
そ
し
て
天

下
統

一
を
描
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
が
、
私
と
し

て
は
、
官
兵
衛
の
九
州
で
の
活
躍
を
出
来
る
だ
け
厚

く
捕
い
て
貰
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
．

官
兵
衛
が
残
し
た
家
訓
の
よ
う
な
言
葉
の
中
に
「神

の
罰
よ
り
主
薄
の
罰
お
そ
る
べ
し
．
主
君
の
罰
よ
り

臣
下
百
姓
の
罰
恐
る
べ
し
．
臣
下
百
姓
に
う
と
ま
れ

て
は
国
家
を
失
ふ
」
と

い
う
言
が
あ
る
そ
う
で
す
。

歴
史
学
者
の
小
和
田
哲
男
さ
ん
は
官
兵
衛
が
行
き

つ

い
た
境
地
と
分
析
し
て
い
ま
す
．

政
治
や
経
済
が
停
滞
し
日
本
全
体
が
閉
塞
感
に
包

ま
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の

「官
兵
衛
の
境
地
」
が
国

民
や
政
治
家
の
日
に
ど
う
映
る
の
か
。
こ
う
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
訴
え
か
け
る
大
河
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
て
貰

い
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
ｃ

ヽ



『黒田如水 (官兵衛)がつくっ

た難攻不落の福岡城、大河 ドラ

マ「軍師官兵衛 Jと ともに観光

都市のランドマークに甦るか。

「お城のある町づ くり」も目指

そうc2年 間の「新 しい公共J福

岡城・鴻臆館モデル事業の総括

と展望を市民、関係者、行政一体になって討論しよう。』そんな趣旨の

市民討論会が、平成25年 3月 30日 (土 )13:30～ 16:30、 アクロス福岡B

2イ ベントホールで行われ、参加者約350名 と盛会だった。

主催は福岡城・鴻臆館の将来を市民と考える実行委員会(福岡市の関

係部長や福岡商工会議所、福岡アジア都市研究所、西日本鉄道、NPO鴻

臆館・福岡城歴史・観光・市民の会などで構成)、 共催NHK福 岡放送局。

ミ゛ヾミヽミぶ武ざミざ長 救ヽミミこまミ蒸雨ミ潔SSミ慧ドSミ J
主宰者挨拶 (実行委員会会長石井幸孝)、福岡市長挨拶 (代理伊藤裕

司観光コンベンション部長)の後、西村幸夫東京大学副学長・教授に

よる基調講演が「福岡のまちのおもしろさ一お城のあるまちのまち

づくリー」と題して行われた.街づくりの権威であり、地元福岡の出

身でもあり、0なぜ博多と福岡を隣接させたのか ?②なぜ城の周り
に官公庁街が形成されなかったのか ?0なぜ大博通りは都心に向
かっていないのか ?0なぜ明治通りが今の場所に通されたのか ?0
なぜ明治通りはそれほど拡幅されなかったのか ?0なぜ天神や中州
は繁華街となったのか ?0なぜ博多駅は今の場所にあるのか ?と い

う興味深い七不思議について福岡の街を解析的に約50分説明した。

そこには黒田官兵衛・如水の物流を重視したレイアウトがあると指

摘した。

ヨ響しいま葵 ,櫂ミミ 1ヽミ濾ミ尋将ミミミミミヽミ苺ヽ せ蓼ミ養選゙

:ミ山 ミ゙ミ

続いて、本年度で 2年 目の区切りになる、福岡城・鴻臆館の将来を

市民と考える実行委員会の活動報告が、4分科会ごとに4人の主務

鶉諫隕雖鰺鰤慇
平成25年 3月 4日 の定例市議会に於いて活発な質疑応答があり11∫

民の声を代表した中央区選出の稲員大三郎氏 (当会正会員)か ら大河

ドラマ「軍師官兵衛」や新しく直行便が飛行することになったアムス

テルダムなど、福岡の観光政策について、この機会を最大限に活用し

取 り組むべきではないかと福岡市の考えを問うた。

高島宗一郎市長から福岡城、鴻臆館におけるデジタル技術を活用

した当時の情景を体感できる観光案内の実施や、歴史、文化観光拠点

など魅力の向上に取 り組むと共に、セントラルパーク構想の推進や

福岡城整備基本計画の策定、福岡オープントップバスの活用により、

都心部における歴史などの既存資源を生かしていきます。

また、平成26年 のNHK大河 ドラマ「軍師官兵衛J放映を控え、黒田
官兵衛ゆか りの地などを生かした回遊コースの開発等、世界ナン

バーワンのおもてなし都市づ くりに向け、積極的に取 り組んでいく

と表明されました。

以下、平成25年度福岡市が挙げている舞鶴公園関連の取 り組みと

予算を紹介します。

(福岡市の予算資料のご案内より抜粋 )

1黒田官兵衛プロジェクト【71,H9千 円】
NHK大河ドラマ「軍師官兵衛Jにあわせたプロモーション活動、

聰茉輻鼈颯浙瀑瀑邊饒驀辟熙晏睫驀掠瞑襦褥邁憑浚驀
炉乳f張縄籠
『
顆‰f観臭雉 匁 石井 幸孝

者から報告があった。

「企画分科会Jについて石井幸孝会長より報告。「新しい公共Jの内

閣府支援プロジェクトの成果、福岡城の立派な石垣が見えるよう本

丸辺は樹木も切ろう、「舞鶴公園」「大濠公園」も一体化して明るい・楽

しい「福岡城公園Jに しよう、観光都市のランドマークとして活かし

ていこう、などの方向付けができつつある、市役所の組織も観光と文

化財が融合するなどの動きも出てきたと報告c大河 ドラマも黒田官

兵衛は戦国時代500年 に終止符を打って、福岡で大きなフィナーレを

迎えた、そんな舞台になって欲しいなどとも付け加えたcいずれも活

発な活動を行った「まち歩きJ(醸村正人委員 )、「まちづくりJ(三角薫

委員 )、「市民フォーラムJ(松本法雄委員)の報告が続いたc

蓋蟻鎌きさミヽかミき■ミミミミ ミヽ濾ミ鎌簿ミヽミミ

続いてパネルディスカッシヨンに移ったc最初に会場の皆さんか

ら意見や問題提起をしてもらってから、それも加えて討論した。会場

からは「福岡は見どころが少なく、観光客が素通 りする。大河 ドラマ

を機に福岡城の復元や観光客の誘致を求めるJ声が多かった。議論で

は①福岡城公園一体案でとりくみたいこと、②福岡城・鴻臆館を活か

したまちづくり、O福岡城復元整備と市民募金、0大河ドラマの舞
台・福岡、⑤官民協働の仕事の進め方、をテーマに西村幸夫教授を

コーデイネーターとして、福岡市から藤尾浩委員 (文化財部長)、 大谷

雄一郎委員(み どりのまち推進部長)、 商工会議所から三角薫委員、市

民代表の小松至誠氏、それに会長のたi井幸孝が加わって、市も復元構

想や公同一体化構想に取り組む、人河ドラマを機に福岡城復元に向

けた市民の関心も高めていきたい、こんな時期にこそ、官民協働の場

での議論や方向付けが大切という

ことで締めくくられた。

福岡城・鴻鵬館という国の史跡、

市民の貴重な財産をもっともっと

活か していこう、そんな熱い議論

が盛 り上がった半日だった。

史跡・遺物の公開や市民講座を実施

関連史跡や文化財のPR、 受け入れ環境の整備を行い ,ド内の回遊

を促進し、様々なプロモーションにより観光客を誘致するなど、

歴史・文化資源の価値を学び、市民の歴史認識を高め、内外からの

福岡に対する愛着を深める。

2鴻墟館跡整備基本構想、福岡城跡整備基本計画114,435千 111】
鴻腫館 :整備・活用の基本方針を定める整備基本構想の検討

福岡城 :整備・活用の具体的な計画を定める整備基本計画の策定

3.日 本で唯 ^の歴史資源活性化事業【32,644T^円 】

歴史・文化資源 (鴻 1虚館・福岡城など)を集客資源として活用

4.セ ントラルパーク構想推進事業【13,()5()千円l

大濠・舞鶴公園の一体的活用に向けた検討等

5福岡の特性を生かした教育の推進〔23,265丁 円】(教育委員会 )
福岡の自然や歴史、文化的・社会的資源を活用した教育を推進し、

郷土を愛し守り伝える心を育み、これからの社会を支え創造する

人材を育成します。

6.福岡検定19,000千 円l

多くの市民に福岡の歴史的価値や、観光資源の素晴らしさを再発

見していただくことにより、福岡市民一人ひとりに福岡の魅力を

発信する「福岡通Jと なっていただき、福岡への集客増加に繋げる。



機           1    量

平
成
二
十
六
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官

兵
衛
」
の
成
功
を
願

っ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
の
基
礎
を
作
り
二
七
〇
年
間
平
和
を
守

り
、
市
民
と
共
に
発
展
し
た
黒
田
藩
、
そ
の
藩
祖
・

官
兵
衛
に

つ
い
て
学
び
、
想

い
を
次

の
講
師

の

方
々
に
語

っ
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

年
に
四
同
、
一
一年
に
亘

っ
て
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

い
た
し
ま
す
ｃ

黒
田
如
水

（官
兵
衛
γ
長
政
父
子

の
筑
前
国
人
国

以
来
、
黒
田
筑
前
藩

（福
岡
藩
）
は
国
替
え
も
な
く
、
徳

川
幕
府
と
共

に
二
七
〇
年

の
間
、
福
岡

の
地

で
平
穏

な
江
戸
時
代
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

筑
前
藩

（福
岡
藩
）
の
領
国
経
済

の
発
展
を
は
か
る

黒
田
家
は
、
そ

の
時

々
に
応
じ
て
数

々
の
大
土
木
事

業
を
手
が
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

そ

の
中

で
、
明
治
維
新
後

の
我
が
国

の
発
展
や
現

在

の
私
達

の
生
活
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
事

例
を
、
次
国
号
よ
リ
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し

て
ま

い
り

ま
す
。

第

一
回
　
由薫
臣
政
権
下
の
「博
多
復
興
」
に
寄
与

①
博
多
周
辺
の
旧
来
勢
力
の
討
伐

②
焼
け
野
が
原
の
博
多
の
町
割
整
備

と
町
人
の
呼
び
戻
し

第
二
回
　
徳
川
政
権
下
の
「博
多
・福
岡
」
の
双
子
都
市

建
設①
東
方
面
を
重
視
し
た
博
多
部
の
寺
院

配
置

②
福
岡
城
築
城
と
周
辺
海
域
の
埋
立
て

に
よ
る
新
城
下
町
の
造
成

第
三
回
　
筑
前
国
第

一
の
大
河
「遠
賀
川
」
の
治
水
・

利
水
事
業

①
遠
賀
川
の
河
川
付
け
替
え

②
堀
川
運
河
の
開
削
と
石
炭
輸
送

＝
八
幡
製
鉄
の
創
業

第
四
回
　
玄
界
灘
沿
岸
部
の
干
拓
「新
田
開
発
」

①
志
摩
の
新
田
干
拓

②
宗
像
・糟
屋
。早
良
の
新
田
干
拓

第

一
回
　
黒
田
家
の
遺
産

第
二
回
　
黒
田
藩
の
治
世

第
三
回
　
黒
田
家
二
十
四
騎

第
四
回
　
明
治
維
新
と
黒
田
藩

第
五
回
　
黒
田
戦
法

第
六
回
　
福
岡
築
城

第
七
回
　
里
〔田
家
の
学
問

田
坂
大
蔵
　
講
師

石
瀧
豊
美
　
講
師

池
田
和
正
　
講
師

丸
山
薙
成
　
講
師

長
岡
鎮
廣
　
講
師

川
上
三
太
朗
講
師

毛
屋
嘉
明
　
講
師

次
国
の
「
福
岡
城
だ
よ
り
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
で

す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

江
戸
三
七
〇
年

誇
れ
る
事
績

黒
田
筑
前
藩
（福
岡
藩
）
の

世界へ届け !

祭りの元気0日本の絆

一漑
雉
粽
卜
覺
に
く
は
褥
鶉

議

は

晰

隕

颯

該

枡

燒

蛛

嘔

蛉

栃

賤

一
〓
五
月
三
日
（祝
。金
）
十
時
～
十
八
時

一
■
五
月
四
日
（祝
・土
）
十
時
～
十
八
時

今
年
の
ど
ん
た
く
は
来
年
放
映
の
「軍
師
官

兵
衛
」
を
祝
っ
て
、
色
々
な
催
し
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
福
岡
城
ど
ん
た
く
演
舞
台
」
で
は
、
四
日

に
、
黒
田
家
御
当
主
長
高
様
を
お
迎
え
し
て

「
ど
ん
た
く
松
囃
子
」
に
〓

束

一
本
」
の
儀
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
福
岡
城
演
舞
台
な
ら
で
は
の
演
目
が

両
回
披
露
さ
れ
ま
す
。
皆
様
、
是
非
お
出
か
け

に
な
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

厖
濱
縣
　
磋
晟
濾
鱚

肛
讚
蜃
Ｓ
之
髯
髯
恙
涼

昨
年
の
秋
か
ら

一
般
市
民
の
方
や
学
生
の
方
々

が
参
加
し
て
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
｛ハ
月
九
日

（
日
曜
日
）

九
時
～
十
時
　
（
雨
天
中
止
）

場
所
　
む
か
し
探
訪
館
前
　
集
合

六
月

一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ま
ず
は
清
掃
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
一
一‥
〓
一一一一
・一
一一　
〓
一
メ一
・一
・・一一一
一
一

五
月
二
十
日
～
十

一
月
十

一
日

講
座
二
十
五
回
、
現
地
研
修
六
回

受
講
料

一
万
三
千
円
（〈不旱
二

万
一
千
円
）

締
め
切
り
　
五
月
十
日
（金
）

応
募
先
は
、
左
記
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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第52回 福岡市民の祭り

～祝「軍師官兵衛」大河 ドラマ放送決定～



軋
鱚
ヲ
熙
睾
饒
魃
屹
颯
眩

古
里
、
櫂
轟
羹
賛
驚
≧
諸
警
讐
畢
≧
寺
‥

鴻
臆
館

・
福
岡
城
歴
史

。
観
光

・
市
民
の
会

案
内
人
　
坂
本
　
俊
文

来
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に

「
軍
師

官
兵
衛
」
が
決
定
し
た
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
愛
す
る
福
岡
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
、
ま
た
と
な
い
機
会
を
得
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

我
々
市
民
の
会
も
福
岡
の
活
性
化
に
大

い

に
寄
与
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

黒
田
家
の
歴
史
で
最
も
貧
窮
し
、
存
亡
の

危
機
に
陥
り
苦
し
か

っ
た
時
代
が
備
前
、
今

の
岡
山
県
の
福
岡
で
あ
り
、
そ
れ
に
負
け
ず

に
敢
然
と
立
ち
上
が

っ
た
の
が
官
兵
衛
の
曽

祖
父
高
政
公
、
祖
父
の
重
隆
公
と
そ
の
奥
方

達
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
福
岡
は
、
官
兵
衛

の
よ
き
理
解
者
で
あ
り
続
け
た
父
職
隆
公
の

生
誕
の
地
で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
人
な
く
ば
秀
吉

の
天
下
統

一
は
な

か

っ
た
と
万
人
が
認
め
た
官
兵
衛
。
関
が
原

の
戦
い
で
、
貴
公
の
お
か
げ
で
勝
て
た
と
家

康
に
言
わ
し
め
た
官
兵
衛

の
息
子
長
政
公
．

二
人
は
戦
国
乱
世
の
終
焉
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
の
で
す
。

筑
前
お
国
入
り
を
呆
た
し
、
官
兵
衛
親
子

は
黒
田
家
代
々
の
労
苦
に
思
い
を
馳
せ
、
感

謝
の
念
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
誓

い
を

込
め
て
、
こ
の
地
を
福
岡
と
命
名
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
う
で
す
―
二
人
は
福
岡
の
名

付
け
親
な
の
で
す
。

そ
れ
と
、
昔
々
こ
の
地
、
福
岡
城
内
に
鴻

臆
館
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
遣
唐
使
や
留
学
生
達
が
命
を
か
け
て
中

国

へ
渡
り
学
ん
で
来
な
け
れ
ば
、
平
城
京
や

平
安
京
の
文
化
、
文
明
、
学
問
、
技
術
等
の

花
は
開
か
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
い
や
今
の

日
本
は
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

福
岡
は
文
明
、
文
化
の
導
入
回
、
玄
関
な

の
で
す
。
我
々
大
人
が
、
鴻
臆
館
、
黒
田
官

兵
衛
を
学
び
知
る
こ
と
で
、
未
来
あ
る
子
ど

も
達
に
古
里
、
福
岡
に
愛
着
と
誇
り
を
持

っ

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近

世
都
市
、
福
岡
を
造
り
上
げ
た
如
水
公
、
長

政
公
親
子
、
こ
れ
を
基
盤
に
し
て
福
岡
は
現

在
も
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

苦
し
い
事
に
負
け
ず
に
立
ち
上
が
れ
、
官

兵
衛
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

頑
張
ろ
う
―
福
岡
の
大
人
、
そ
し
て
子
ど

も
達
。

ヽ
ミ
ミ
ヽ
六
痰

き
ヽ

孟
ぐ
ヽ
ョ

秦゙
‥

福
岡
城
市
民

の
会
顧
間
で
あ
る
三
人
が

扮
装
さ
れ
ま
し
た
。

小
川
洋
　
知
事
　
　
　
　
黒
田
官
兵
衛

高
島
宗

一
郎
市
長
　
　
　
黒
田
長
政

末
吉
紀
雄
会
頭
　
　
　
　
母
里
太
兵
衛

来
年
の

「軍
師
官
兵
衛
」
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
県
と
市
と
商
Ｉ
会
議
所
が
タ
ッ
ク
を
組
ん

で
、
「黒
田
官
兵
衛
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
総
勢
七
〇
名
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー

で
、
当
会
の
石
井
理
事
長
も
委
員
で
す
。

二
月
三
十

一
日

（日
曜
日
）
の

「お
お
ほ
り

ま
つ
り
」
で
キ
ッ
ク
オ
フ
ー
　
黒
田
官
兵
衛
を

囲
み
黒
田
長
政
を
含
む
、
黒
円
二
十
五
騎
が
勢

ぞ
ろ
い
で
勝
ち
円
を
…
エ
イ
エ
イ
オ
ー

今
年

・
来
年
と
福
岡
が

「軍
師
官
兵
衛
」

一

色
に
動
き
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

尿
集
後
記

…

大
河
ド
ラ
マ

「軍
師
官
兵
衛
」
の
効
果
に
よ
り
、

各
界
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
の
機
運
が
出
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
市
民
の
皆
様
が
い
か
に
福
岡
城
に
興

味
を
持
ち
、
黒
田
官
兵
衛
を
広
げ
て
い
く
か
に
懸

か

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
共
も
、
も

っ
と
官
兵
衛
や
黒
田
藩
を
知

っ
て

い
た
だ
け
る
、
考
え
て
い
た
だ
け
る
紙
面
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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